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北海道未来社会システム創造事業 実行団体 

事 後 評 価 報 告 書 

 

１． 基本情報                               

実行団体名 一般社団法人 ちくだい KIP 

実行団体事業名 
多様な「ひとのつながり」でレジリエントな子どもを育成する次

世代型ヘルスケア体操コミュニティの構築 

資金分配団体名 一般社団法人北海道総合研究調査会 

資金分配団体事業名 北海道未来社会システム創造事業 

事業の種類 草の根活動支援事業 

実施期間 2020年 4月〜2023年 3月 

事業対象地域 十勝地区 

 

2． 事業概要                               
（１）事業によって解決を目指す社会課題 

日本、とりわけ北海道の児童の体力は年々低下している。また、10 代の自殺率は 2018

年で過去最悪となった。ただでさえ少子高齢化により、若者一人が支えなくてはなら

ない高齢者人口が増加しているにもかかわらず、それを達成するフィジカルとメンタ

ルが現代の子どもには備わっていない。また、学校部活動が教員のボランティアによ

ってしか成立せず敬遠されている現状などにより、スポーツおよび多様な交流の場が

減少している。 

【想定した直接的対象グループ】 

十勝管内の 1歳から 12歳までの運動が苦手な子 

 

（２）事業の概要  

①中長期アウトカム 

十勝において、多くの子どもが多様性を認め合い体力的にも精神的にも「強く・たく

ましく・美しく」育つことができる地域・社会となる。 

②短期アウトカム 

1. 十勝において、よつ葉アリーナでの子ども向け体操教室事業により、多くの子ど

もの体力が向上された状態になる。 

2. 十勝において、よつ葉アリーナでの子ども向け体操教室および大人向け筋力トレ

ーニング教室事業により、多くの子どもが多様性を認識できる状態になる。 

③実施した活動 

1. よつ葉アリーナでの子ども向け体操教室事業の展開 

1-1. よつ葉アリーナでの体操教室における環境整備 

1-2. よつ葉アリーナでの体操教室に関する広報 

1-3. プログラムの日常的なブラッシュアップ 

2. よつ葉アリーナでの子ども向け体操教室と大人向け筋力トレーニング教室事業の

同時展開 

2-1. 大人向け筋力トレーニング事業展開 
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④出口戦略 

事業の継続性を高めるために、出口戦略として一般企業や行政との連携事業を展開し

たい。一般企業についてはスポンサーとしての連携や、企業の健康経営に対するコン

テンツ提供などを想定している。行政については大人向け筋力トレーニング事業を介

護予防やヘルスケアの観点で拡大化し、プロポーサル方式による参入を試みる。いず

れも成果を保証するものではなく、挑戦的かつ萌芽的な位置付けである。 

 

３．事後評価実施概要                            
（１）実施概要 

①この事業の重要なポイントとして設定した変化 

体操教室に参加する子どもの体力向上と精神的成長（多様性認識の向上） 

 

 

 

②事後評価のための実施した調査 

 

 

 

調査Ⅰ 

【関連する短期アウトカム】 

十勝における子ども向け体操教室事業により、多くの子どもの体力が向

上された状態になる。 

１）調査及び分析方法 

外部協力者へのヒアリングにより第３者的視点を取り入れ、スタッフと参加者（大

人向け筋力トレーニング教室）、および保護者（子ども向け体操教室）へのワーク

ショップを通じて、事業を客観視し定性的なデータを取得する。 

２）実施時期 

外部協力者へのヒアリング：2022年 12月 3日〜5日 

ワークショップ：2022年 12月 21日〜23日 

３）対象者 

外部協力者：関 有城（SE_体操研究所、神奈川県教員） 

ちくだい KIP スタッフ、大人向け筋力トレーニング教室参加者（3 名）、子ども向け

体操教室参加児童保護者（3名） 

４）結果（明らかになったこと） 

【外部協力者へのヒアリングより】 

⚫ 子どもの様子について：まずとにかく子どもたちが教室を「楽しみにして来

た」というのがよくわかる。多くの子どもがまず先生に挨拶に来て、その関係

性も理想的だと感じた。 

⚫ 教室の運営方法（環境）について：教室は楽しさを全面に押し出し、体操の特

徴とも言える「見られる」という状態があまり生じないように工夫していた。

何よりスタッフが元気で明るい。 

⚫ 子どもの体力について：一見では体力の縦断的変化まではわからないが、一般

的な体操教室よりも運動量が多いと感じた。技を指導するプログラムではな

く、運動量を増やして筋力や体力を向上させるプログラムにより技ができてい

くというロジックであることがわかる。 

⚫ その他：大人向け筋力トレーニング事業は自分（外部協力者）も参加したが、

ストレッチングの認識がこれまでと変わった。特定部位をストレッチングする

ためにはその他の部位に力を入れなければならず、そこそこの運動になるため
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汗をかく。 

➢ 上記から、第３者的視点でも体操教室が楽しく工夫されたものであることが感

じられていた。多くの体操教室を見ている外部協力者が、よくある体操教室よ

りも運動量が多いことを挙げている点からも体力の向上が起こりやすいプログ

ラムであると認識された。 

➢ 実数値としての体力の向上については、2021年度に上士幌町教育委員会と連携

して実践されたプロジェクト「かみしほろのびのびキッズ！（継続中）」の内

容をまとめた論文『6ヶ月間の「ちくだい KIP 体操プログラム」がコロナ禍の

児童の身体形態と体力に及ぼす影響』（別添資料）に詳細を記載した。ちくだ

い KIPのプログラムによって、全国平均値以下だった体力測定値の半数が全国

平均値を上回るようになった。 

【内部ワークショップより】 

⚫ 子どもの様子について：よつ葉アリーナ教室の会員数は 2年間で 310 名となっ

た。当初のキャパシティを 250 名に設定していたが、スタッフの新規雇用によ

り人気に応えられる状態を達成することができた。子どもが楽しむことを第一

に考えているのはこれまでの教室でも同じであったが、スタッフたちはその子

どもたちに負けずに楽しむ様子を見せることにこだわっていたようだった。比

喩的に言うと津波のような教室運営により、引っ込み思案な子も、自信のない

子も、圧倒的に流される教室を創っていたようである。実際、自由に遊んでし

まう子はいても、もじもじして教室に入れない感じの子は極端に減少したと感

じている。 

⚫ 教室の運営方法（環境）について：スタッフは「よつ葉アリーナチーム」の 3

名を固定化して教室運営にあたった。スタッフ間のコミュニケーションもとれ

ており、エネルギーに溢れているが、畜大教室との連携は若干簡素化された。

そのせいで、教室間にわずかな温度差が出ているとも感じている。体力を使う

業務のため、メンタルの上下は教室運営に大きく影響を与える。チームとして

の考え方や団結力は大いに評価しつつも、客観的な視点と組織全体が向かうべ

きところを再確認するためのミーティングや勉強会を増やしているところであ

る。 

⚫ 子どもの体力について：毎月最終週で実施している「スキルアップノートの

日」では、毎週確実にできることが増える子どもを見ることができた。楽しさ

を追求した結果、副産物として手に入るのが体力であるとの考えから、体力測

定の実施は野暮であるとしてきたが、測定自体も楽しませることができたなら

ば今後は測定も視野に入れたい。事実、上士幌町では運動が苦手な子たちが大

きく体力を伸ばした（参考資料添付）。スキルアップノートは家で見返すこと

も多いそうである。なかなか達成できない技のことや、今日は何ができたなど

を家族で話すことが増えたそうである。また、当然日々の成長も相まって子ど

もの体力は大きく伸びたと感じている。幼児を通わせている保護者は「昼寝し

なくなった」、「スーパーなどの台で鉄棒の“つばめ”（支持動作）をやる」、「走

っている姿をよく見る」などを感じているようで、先述の会話の中に運動のこ

とが出てくるようになったことも含めて考えると、ちくだい KIP 体操教室の影

響で運動に対するポジティブな心境・行動を示していると予測される。 
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調査Ⅱ 

【関連する短期アウトカム】 

十勝における子ども向け体操教室および大人向け筋力トレーニング教室

事業により、多くの子どもが多様性を認識できる状態になる。 

１）調査及び分析方法 

外部協力者へのヒアリングにより第３者的視点を取り入れ、スタッフと参加者（大

人向け筋力トレーニング）、および保護者（子ども向け体操教室）へのワークショ

ップを通じて、事業を客観視し定性的なデータを取得する。 

２）実施時期 

外部協力者へのヒアリング：2022年 12月 3日〜5日 

ワークショップ：2022年 12月 21日〜23日 

３）対象者 

外部協力者：関 有城（SE_体操研究所、神奈川県教員） 

ちくだい KIP スタッフ 8 名、大人向け筋力トレーニング教室参加者（3 名）、子ども

向け体操教室参加児童保護者（3名） 

４）結果（明らかになったこと） 

【外部協力者へのヒアリングより】 

⚫ 子どもの様子について：想像していたよりも大人（筋力トレーニング参加者）

と子ども（体操教室参加者）が交流していると感じた。当初は場所を共有して

いると聞いていたので、お互いに挨拶程度を想像していたが、乳児を抱く高齢

者の姿や、高齢者に話しかけにくる子どもの姿も見受けられた。小学高学年と

なると積極的な交流はさほど見られていないように感じた。大人は音楽をかけ

てエクササイズする場面もあり、子どもは音楽やダンス的な動きを気にしてい

るようだった。ダンスを用いて大人と子どもがさらに交流できると面白いと思

った。 

⚫ 環境について：世代間交流の促進を狙う環境としては適切かつ効率的であると

感じた。公園などとは違い、ある程度類似した目的で集合した多世代というこ

とで、子どもは運動する大人にシンパシーを感じているかもしれない。また、

揃いの Tシャツを着用し、仲間意識も生まれている可能性がある。ファミリー

ジムコースでは、乳児を抱いたまま上の子を教室に参加させる会員に高齢者が

声をかけ、下の子を皆で可愛がる（同時にお母さんを休ませる）というできご

とがあった。 

⚫ 多様性認識の向上について：非常に難しい課題だと感じるが、多世代がこれほ

ど自然に交流する場は見たことがない。自分も教員として学校組織にいると、

同世代以外で交流する大人は教員であるより外ない。逆に教員自身も生徒との

交流以外では教員しかいない。そういう意味では大人も子どもも学校組織の中

ではほんの一部の人間としか交流していないことになる。その点、ちくだい

KIP のような地域コミュニティで子どもが多様な職業的背景を持った大人、さ

らに健康観を持った大人と出会うことは、多様性認識以外にも健康意識の向上

にもつながると感じた。 

➢ 上記により、第３者的視点からも多様性認識を高めるコミュニティであると感

じられたようであった。また、さらに交流するチャンスがあるともコメントい

ただいた。通常教室以外の部分に工夫を仕掛けることで、大人と子ども相互の

継続モチベーションになる可能性も考えられる。まさに法人理念である「つな

がる感動、みなぎる原動力。」を達成できる。一方で、多世代だけが多様性を

表すものではないため、「多様性」の扱いについてはここで満足せず、まさに

多様な展開を進めていかなければならない。 

【内部ワークショップより】 
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⚫ まず、大人向け筋力トレーニング参加者一同より、子どもとのふれあいの数が

増加したことが挙げられた。特に、ファミリージムコースと otona コースの相

性は抜群に良く、子ども会員の兄弟姉妹（乳児）が otona コース参加者に可愛

がられている様子をしばしば見てきた。子ども自身の多様性認識についてはそ

の進捗を測ることが難しく、保護者からもそういった意見が挙げられた。しか

しながら、祖父祖母（保護者からみて両親）が遠方に居住するという家庭から

は、保護者自身が otona コース参加者と触れ合うことで「懐かしさ」「安心感」

を感じているようである。本評価について、当初はインタビューやアンケート

で多様性認識について確認する予定であったが、事業全体が多様性認識をクロ

ーズアップしきれていなかったとの指摘を受けた。その点反論の余地はなく、

全くもってその通りである。しかし、多様性認識を声高に訴えることもそれは

それでわざとらしく、子どもの体力同様、結果として生み出される副産物なわ

けであるからして、やはり手法としてはこの方法で情報収集していくのが妥当

だという結論となった。 

 

 

③調査結果の考察（調査結果をどのように深掘りし価値判断をしたか） 

 

 

 

調査Ⅰにより「十勝における子ども向け体操教室事業により、多くの子どもの体

力が向上された状態になる。」という短期アウトカムは概ね達成されたと考える。

まず、添付資料にあるようにプログラムの高い効果が科学的に確認され、多くの体

操教室を見ている外部協力者が、よくある体操教室よりも運動量が多いことを特筆

して挙げている点からも体力の向上が起こりやすいプログラムであることが確認さ

れた。 

調査Ⅱにより「十勝における子ども向け体操教室および大人向け筋力トレーニン

グ教室事業により、多くの子どもが多様性を認識できる状態になる。」という短期

アウトカムはやや達成されたと考える。多様性認識を測定することは難しく、子ど

もたちの行動や普段の話すことに多様性認識を見出す必要があった。子どもよりも

保護者にとっての癒しになっていたことや、血縁以外の高齢者に抱かれる乳児の姿

が見られたことはその場にいた多くの人にこの環境に対する安心感を与えていたと

予測される。しかしながら、多くの子どもに影響を与えたかどうかまでは測定する

ことができなかった。この点については時間がかかることであり、ちくだい KIP の

文化として定着させていくべきアウトカムであると言えよう。 

 

 

（２）実施体制 

 

内部/ 

外部 
評価担当分野 氏名 団体・役職 

外部 調査対象者 関 有城 SE_体操研究所、神奈

川県教員 

内部 統括、調査実施者 村田 浩一郎 一般社団法人ちくだい

KIP・理事 

内部 調査実施者、兼対象者 川口 亜佑子 一般社団法人ちくだい

KIP・理事 



6 

 

内部 調査実施者、兼対象者 山田 共彦 一般社団法人ちくだい

KIP・代表理事 

内部 調査実施者、兼対象者 松林 貢司 一般社団法人ちくだい

KIP・理事 

内部 調査実施者、兼対象者 枡本 優夏 一般社団法人ちくだい

KIP・社員 

内部 調査実施者、兼対象者 齋藤 孝史 一般社団法人ちくだい

KIP・社員 

内部 調査実施者、兼対象者 鈴木 智子 一般社団法人ちくだい

KIP・社員 

内部 調査実施者、兼対象者 村田 奈美 一般社団法人ちくだい

KIP・アルバイト 

内部 調査対象者 大人向け筋力トレーニ

ング教室参加者 A 

 

内部 調査対象者 大人向け筋力トレーニ

ング教室参加者 B 

 

内部 調査対象者 大人向け筋力トレーニ

ング教室参加者 C 

 

内部 調査対象者 子ども向け体操教室参

加児童保護者 D 

 

内部 調査対象者 子ども向け体操教室参

加児童保護者 E 

 

内部 調査対象者 子ども向け体操教室参

加児童保護者 F 
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４． 事業の実績                              
 

（１）インプット（主要なものを記載） 

①人材 
 

氏名 主な役割 

村田 浩一郎 全体統括、大人向け筋力トレーニング教室実施

者 

川口 亜佑子 大人向け筋力トレーニング教室実施者 

＊主に活動した 

メンバーの数 

山田 共彦 よつ葉アリーナ子ども向け体操教室補助 

松林 貢司 よつ葉アリーナ子ども向け体操教室統括、教室

実施者 

（ 8 ）人 枡本 優夏 よつ葉アリーナ子ども向け体操教室補助 

 齋藤 孝史 よつ葉アリーナでの子ども向け体操教室実施者 

 鈴木 智子 よつ葉アリーナでの子ども向け体操教室実施者 

 村田 奈美 大人向け筋力トレーニング教室補助 

②主な資機材 
 

資機材名 使途 

  

  

  

  

  

③経費実績（概

算） 

契約当初 実績 差額 

事業費の総額 10,200千円 9,772千円 428千円 

休眠預金から

の助成額 
3,000千円 3,000千円 0千円 

自己資金 7,200千円 6,772千円 428千円 

④本事業に投入 

した自己資金 

の種類と金額 

名称 金額 

会費 6,772千円 

 千円 

 千円 

 千円 

合 計 

 
6,772千円 

⑤自己資金の 

資金調達で 

工夫した点 

新規オープンさせたよつ葉アリーナ子ども体操教室の会員数増加のため

に、「お友達紹介キャンペーン」や SNS 等での積極的な広報を実施し

た。最終的には目標会員数 250 名を大幅に超え、310名となった。 
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（２）アウトプットの実績 

 

アウトプット 
十勝における子ども向け体操教室事業の展開 

 

１）指標 

獲得会員数 

 

２）初期値/初期状態 

0名 

３）目標値/目標状態 

250名 

４）目標達成時期＊事業計画書に記載した時期 

2022年 3月 

５）実績値 

よつ葉アリーナ教室での会員数： 

2022年 3月時点で 248名、2023年 2月現在で 310名 

 

 

アウトプット 
十勝における子ども向け体操教室と大人向け筋力トレーニング

教室事業の同時展開 

１）指標 

（同時開催の）実施数/参加数・障がい者の参加数 

 

２）初期値/初期状態 

0回/0名・0名 

３）目標値/目標状態 

50回/50名・5名 

４）目標達成時期＊事業計画書に記載した時期 

2023年 3月 

５）実績値 

232回/124名・11名 
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（３）外部との連携の実績 

 

上士幌町との連携：本事業で取り組んできた子ども体操教室を上士幌町教育委員会と連

携して子どもの体力向上事業「かみしほろ！のびのびキッズ」とし、2021 年度から実施

している。当該年度は子どもたちの体力が大幅に向上し、本事業でも実践しているプロ

グラムのエビデンスを獲得することができた（添付資料）。事業は継続中である。 

中札内村との連携：2021 年度、中札内村教育委員会教育グループと福祉課保健グループ

およびちくだい KIP で担当課を跨いでの連携を実践している。福祉課は医師とも連携

し、健康診断の情報をもとに高リスク者に対して直接的な運動提供を試みた。教育委員

会は運動習慣化プロジェクトとして本事業で取り組んできた大人向け筋力トレーニング

教室を実践した。 

 

 

 

 

 

５．アウトカムの分析                              
（１）アウトカムの達成度 

①短期アウトカムの計画と実績 

 

短期アウトカム 
十勝における子ども向け体操教室事業により、多くの子どもの

体力が向上された状態になる。 

１）指標 

スキルアップカード進行状況 

 

２）初期値/初期状態 

プレポスト比較 

３）目標値/目標状態 

250名/常時向上 

４）目標達成時期＊事業計画書に記載した時期 

2022年 3月 

５）アウトカム発現状況（実績） 

2023 年 2 月時点の会員数 310 名において、すべての対象者においてスキルアップカ

ードを進行させることができた。各カテゴリーの各種目（マット・とび箱・鉄棒）

でスキルアップカード最上位を「マスター」とし、その修了者にはメダルを授与し

た。メダル授与総数はファミリージムで 3、キンダー15、ジュニア 47 であった。各

カテゴリーの全種目修了者にはトロフィーを授与した。トロフィー授与者はキンダ

ー2名、ジュニア 3名であった。 

６）事前評価時の短期アウトカム  

十勝において、よつ葉アリーナでの子ども向け体操教室事業により、多くの子ども

の体力が向上された状態になる。 
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短期アウトカム 

十勝における子ども向け体操教室および大人向け筋力トレーニ

ング教室事業により、多くの子どもが多様性を認識できる状態

になる。 

１）指標 

世代の違いや障がいの有無の偏見が排除されているか、考え方の変化はあったか等

のアンケート調査を実施 

２）初期値/初期状態 

初期値設定のための調査が必要 

３）目標値/目標状態 

多様性の認識と世代間交流の増加、障害のある友人ができる 

４）目標達成時期＊事業計画書に記載した時期 

2023年 3月 

５）アウトカム発現状況（実績） 

大人向け筋力トレーニング教室参加者 3 名と子ども向け体操教室参加保護者 3 名が

参加するワークショップにてインタビュー形式でアンケートをとった結果、世代の

違いや障害の有無の偏見は全く持っていない状態であることがわかった。考え方に

変化が生じたのは大人向けトレーニング教室参加者の 1 名で、それまでは子ども好

きだと思ったことはなかったが、抱っこしたり成長を垣間見られたりといった接点

の増加で、子どもに会うことも教室内の楽しみの一つとして捉えていたようであっ

た。一方、子ども向け体操教室参加保護者は子どもたちがどう感じているかまでは

測ることが難しいと考えているようであった。しかしながら、「わざとらしくない

出会い」との表現（D さん）からわかるように、同じ目的で集まるコミュニティが

自然な形で仲間意識を生んでいる可能性が考えられる。また、障害のある友人がで

きたとは誰も感じていなかった。事業内では発達障害の診断を受けた子どもはいる

ものの、それらは外から一見して理解できるものではない。目標状態の設定に問題

があったと考えられるため、今後、インクルーシブが進行しているかどうかを測定

する手法について考えておかなければならない。 

 

６）事前評価時の短期アウトカム  

十勝において、よつ葉アリーナでの子ども向け体操教室および大人向け筋力トレー

ニング教室事業により、多くの子どもが多様性を認識できる状態になる。 

 

 

②アウトカム達成度についての評価 

 

 

総合的に短期アウトカムは達成されたと見込んでいる。子ども体操教室における体

力向上を測定するためのスキルアップカードに関して、非常に多くの子どもたちが

メダルを獲得した。SNS にメダル授与の様子をアップしているが、どの写真も子ど

もたちの喜ぶ顔が印象的である。また、添付資料の論文においてもプログラムの効

果が科学的に確認されたことでより確証を持って向上していると言えると感じてい

る。子どもの多様性認識については、その測定方法に課題を残しつつも、「わざと

らしくない出会い」を提供していることが重要であると感じた。コミュニティの価

値を押し付けるのではなく、多様な人が多様な観点でコミュニティを利用するとい

う当たり前のことをもう一度認識する機会となった。 
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（２）波及効果（想定外、波及的・副次的効果） 

 

 

子どもの体力向上について、上士幌町からオファーを受けてのプロジェクト事業

は、それ自体が副次的効果であったし、そこからプレ・ポスト測定を経て論文とし

てまとめられたことは、プログラムのエビデンスを獲得できたというこの上ない副

次効果が得られた。 

多様性認識については子どもへの効果を期待していたが、どちらかというと高齢者

側、保護者側に効果があったように感じている。子どもの多様性認識向上が重要な

課題であることは言うまでもないが、どの世代についてもダイバーシティ／インク

ルーシブの考え方が浸透していく社会を目指さなくてはならない。 

 

 

（３）事業の効率性  

インプットはほぼ人件費として使用されており、受益者にすべて還元されている。 

 

 

 

６．成功要因・課題                              
 

子どもの体力向上については、ほぼ同じプログラムを同時期に実施した上士幌町のプロ

ジェクトにおいて統計的な体力向上の成果がみられたことから、このことが本事業のエ

ビデンスとして捉えることができる。さらに普段の体操教室における体力向上をスキル

アップカードの達成度で測ることができた。プログラムは毎週の自発的なスタッフミー

ティングにより年々精度を高めている。スタッフ個人の努力に加え、チームで改善して

いくスタイルを取れていることが成功要因と言えよう。 

子どもの多様性認識を測定すること自体が難しかった。また、このことについては狙い

過ぎてもわざとらしさが邪魔をして、本来の目的を達成できないのではないかと考えて

いる。多様性認識の測定方法については今後も検討を重ねていくとしても、多様性認識

の向上は「副次的効果」程度にとどめておき、プログラムやコミュニティの質的向上に

フォーカスしていくのが良いと考える。 

新たな課題としては、子ども向け体操教室事業の横展開を管内に出すのか、それとも人

口規模的に現状維持で良いのかを判断しなくてはならない部分が挙げられる。また、大

人向け筋力トレーニング教室事業はそもそもアクティブシニアが参加しているため、運

動無関心層をどう取り込むかが今後の大きな課題となる。この解決については中札内村

をモデル地域として SIB（Social Impact Bond）の仕組みを取り入れた事業展開を進行

中である。 

 

 

 

７．その他深掘り検証項目（任意）                      
 

事業全体から得られたものが、次にどこにつながるのかを慎重かつダイナミックに創造

しなければならないと感じている。その点、NPO サポートセンター高山氏よりご紹介い

ただいた久保氏との出会いにより始まった中札内村における SIB の仕組みを取り入れた

展開事業は、これまで子どもの体操教室として成功してきた我々にとってはある意味挑

戦的な事業となる。まだまだ勝手の知らない高齢者のヘルスケア事業において、地域
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（特に地方自治体）で受け入れられるために必要なことを、学術的にも検証していきた

いと考えている。都心部の民間企業が堂々と誇張表現した広告を使って資金調達してい

る陰で、我々のような「都心部ビジネスモデルに当てはまらない地域課題解決」事業

は、絶対的に誰かが進めなければならない事案であると強い信念を持って取り組んでい

る。そしていずれは子どもの体操教室という自分たちの本筋との関わりを創造していき

たい。我々自身が働く目的、組織する目的、これが強いていえばの「深掘り案件」であ

った。 
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８．結論                                   
（１）事業実施のプロセスおよび事業成果の達成度の自己評価 

 

 多くの改善の

余地がある 

想定した水準

までに少し改

善点がある 

想定した水準

にあるが一部

改善点がある 

想定した水準

にある 

想定した水準

以上にある 

❶事業実施 

プロセス     ○ 

❷事業成果の 

達成度    ○  

 

 

 

（２）事業実施の妥当性 

事業実施のプロセスおよび成果の達成度は満足できるものであり、全体を通して妥当性

の高い結果となったと考える。本事業は、こども向け体操教室事業の「横展開」を大き

く実施した初めての例であったため、開始前や開始当初は経営や指定管理者との連携に

多くの不安を抱えていた。その点、最も大きな不安材料である人件費を賄うことができ

たことで、プログラムや環境整備に注力できたことが非常に大きかった。 

 

 

 

 

９．提言                                   
 

そもそも受益者負担を前提としているため、事業の継続・発展についてはこれまでと同

じことを実践していくことが一つの解答であると考える。一方で更なる発展を SIB 事業

に見出している。中札内村と連携して実施した大人向け筋力トレーニング教室事業の発

展型である「ヘルスケアプロジェクト」と「運動習慣化プロジェクト」を基軸に、運動

無関心層へのアウトリーチ活動を念頭に置いたヘルスケアプロジェクトを推進してい

く。 

また、休眠預金助成で想定されているような実験的な事業をするにあたっては、予算と

決算を変更なしで実施するのはほぼ不可能であると感じた。我々のようにほぼ人件費の

みで構成された予算であれば可能だが、そうでなければ難しかったであろう。助成総額

だけ設定し、その中でやりくりして報告するという形程度であれば変更の手続き等で混

乱せずにすむ。伴走制度は非常に価値のあるものであった。毎月のサポートミーティン

グでは何も変わらない 1 ヶ月についての振り返りを促していただき、その結果改めて何

もない 1 ヶ月を言語化する重要性を感じることができた。ガバナンス整備はこういった

機会がなければ常に後回しにされるところであったのではないだろうか。非常に感謝し

ている。 
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10．知見・教訓                                
まず、会場管理者（指定管理者）との連携は、優先して必要以上のものを実践しておく

べきである。イベントを共同で行うとか、誘致した大会を共同で運営するなどは、相互

の信頼関係をより強固にする。我々の人気が高いというだけで嫉妬を招くこともある。

感謝していることを、態度や言動で表現しなければならない。 

また、添付資料のような論文形式で事業をまとめておくことは非常に重要である。それ

らがエビデンスとなるのは言うまでもないが、蓄積してくることによって新しい知見や

発見が得られる予感がある。取れるデータは毎年取って、事業を定性的に評価するだけ

でなく、データで評価していかなければならない。 

 

 

 

 

 

 

11．資料（別添）                               

＊添付したものにチェックを付けてください。 

 事前評価報告後に見直した事業計画やロジックモデル 

 事後評価報告時の事業計画やロジックモデル 

✔️ 事業の様子がわかる写真資料 

✔️ 広報活動の成果品、報道された記事 

 アンケート調査結果や実際に使用した調査票 

 とりまとめられた白書 

✔️ 論文、学会発表資料 

 その他（                            ） 

 その他（                            ） 

 

 


